
ｍ

　

等
に
は
な
い
・
最
も
重
要
覗
さ
れ
る
の
が
ｃ
ｈ
ｏ
ｓ
-
ｂ
ｙ
ｕ
ｎ
で
あ
り
、
そ
れ

　
　
　

は
ご
｛
｝
？
ｇ
ｃ
ｅ
ｇ
ｉ
-
ｂ
ｓ
t
ａ
ｎ
-
ｐ
ａ
ｈ
ｉ
　
ｄ
ａ
ｍ
-
ｐ
ａ
ｈ
ｉ
-
ｃ
ｈ
ｏ
こ
Σ
t
ａ
ｒ
　
ｂ
ｙ
ｕ
ｎ
-
ｂ
ａ
ｈ
ｉ
-
l
ｓ
ｈ
ｕ
ｌ

　
　
　

ｂ
ｏ
ａ
ｄ
-
ｐ
ａ
な
の
で
あ
る
。
本
書
の
價
値
は
か
ｘ
る
鮎
よ
り
出
翌
し
て
更
め

　
　
　

て
見
な
ほ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
も
ら
う
。
支
那
の
研
究
に
は
支
那

　
　
　

の
資
料
が
使
ぱ
れ
て
居
る
。
而
し
て
そ
れ
は
支
那
風
の
讃
み
方
に
従
ふ
事

　
　
　

が
要
請
さ
れ
て
居
る
。
同
様
に
ラ
マ
教
研
究
に
は
西
蔽
語
の
文
献
が
用
ひ

　
　
　

ら
れ
そ
れ
自
身
の
謨
み
方
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
橋
本
氏
の
研

　
　
　

究
は
か
ｉ
る
意
味
に
於
て
も
甚
だ
正
統
的
な
行
き
方
で
あ
り
、
ラ
。
マ
教
研

一
一
－
－
Ｉ
Ｉ
－
一
一

回ｇ‐ＳＳ暑ＳＳｇＩＩ‐
一

回會 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ ｔ Ｓ
ＪＳＩＳ

●

●

　
　
　

劉
岳
申
の
申
斎
集
及
び

　
　
　

文
丞
相
傅
に
就
い
て

　

劉
岳
申
は
吉
水
の
人
（
江
西
省
吉
水
脈
）
、

字
を
高
仲
、
跨
を
申
斎
と
い
ひ
、
そ
の
生
卒
年

代
は
之
を
明
瞭
に
し
得
な
い
が
、
元
史
儒
學

傅
の
彼
の
附
傅
に
「
其
文
學
輿
〔
劉
〕
読

　

（
一

二
六
八
－
一
三
五
〇
）
斉
名
。
１
　
と
あ
り
。
江

西
通
志
に
「
甚
認
矣
詮
（
一
二
四
七
―
一
三

三
一
）
虜
集

　

二
二
七
二
Ｉ
一
三
四
八
）
所
推

重
。
」
と
見
え
る
に
よ
り
、
そ
の
生
存
年
代
を

大
健
察
知
し
得
よ
う
。
彼
は
矣
箆
の
推
薦
に

よ
Ｅ
９
、
逍
陽
儒
學
副
提
単
に
召
さ
れ
仁
が
就

任
せ
す
、
後
泰
和
州
判
を
授
け
ら
れ
て
致
仕

し
た
人
で
あ
り
。
そ
の
撰
建
に
係
る
も
の
は

究
に
偉
大
な
る
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
た
も
の
と
云
っ
て
よ
い
。
氏
の
極

め
て
っ
ｘ
ま
し
や
か
な
記
述
に
も
似
ず
本
書
は
今
後
斯
學
の
方
面
に
於
て

燦
然
た
る
光
を
放
っ
で
あ
ら
う
。

　

以
上
長
々
と
雅
一
日
に
連
ぬ
る
に
妄
評
を
以
て
し
た
が
、
意
と
す
る
所
は

本
書
の
價
値
と
橋
本
氏
の
偉
業
を
紹
介
し
た
い
が
霧
で
あ
っ
た
。
後
學
鐙

を
失
し
た
鮎
も
少
く
な
い
。
氏
の
寛
恕
を
請
ふ
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
佐
藤
長
〕

左
に
簡
辿
す
る
申
斎
集
十
五
巻
・
文
丞
相
傅

（
文
信
國
公
傅
）

　

一
倦
の
外
に
至
正
重
修
廟
學

記
が
あ
る
。

　

申
斎
集
は
、
廬
陵
の
人
で
あ
る
門
人
蕭
洵

の
編
輯
す
る
所
で
、
茶
陵
州
の
人
李
祁
が
序

文
を
篤
り
、
元
季
嘗
て
副
冽
に
付
せ
ら
れ
た
・

が
、
兵
蛮
を
紺
る
こ
と
久
し
く
元
詩
逍
に
は

牧
載
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
江
西
通
志
も
亦
岳

申
の
文
集
は
今
已
に
傅
は
ら
す
と
謂
つ
て
ゐ

文
集
中
の
碑
誌
の
作
や
居
什
の
四
五
に
至
っ

て
は
尤
も
史
賞
を
考
誼
す
る
に
根
掻
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
文
丞
相
傅
は
栄
史
の
そ
れ
に

比
し
て
詳
細
を
極
め
て
ゐ
る
。
（
四
庫
提
要
）

　

次
に
文
丞
相
傅
に
就
い
て
い
ふ
と
、
こ
れ

は
元
の
順
帝
の
元
統
元
年
（
一
三
三
三
）
丞
相

の
孫
富
が
梓
行
し
湯
陰
の
人
許
有
壬
之
が
序

を
認
ｈ
’
、
明
初
楽
平
の
人
夏
伯
時
亦
版
に
錨

ん
で
よ
り
、
該
傅
は
天
下
に
盛
行
し
た
の
で

…
…
…
］

已
つ

　

］

る
が
今
は
紗
本
十
巻
が
僅
か
に
存
し
て
ゐ
る

　

あ
る
・
明
初
郷
土
の
後
輩
胡
度
が
該
傅
を
批

の
で
稀
堀
本
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
岳
申
の
～
評
し
て
「
大
要
其
去
丞
相
未
逍
。
郷
邦
疸
老

文
は
韓
愈
蘇
試
を
宗
と
し
て
ゐ
る
敦
に
「
其

　

楢
有
存
者
。
得
於
見
聞
篤
多
。
又
必
參
諸
丞

気
骨
直
上
。
無
南
宋
卑
冗
之
習
」
で
あ
り
像

　

相
年
譜
及
指
南
録
諸
編
。
故
事
蹟
蔓
責
。
可

章
人
物
志
に
は
「
其
文
齢
簡
約
峻
潔
」

　

と
の

　

徴
。
」
と
述
べ
て
ゐ
る
。
（
文
山
全
集
）

評
を
下
し
て
ゐ
る
が
ご

一
－
哺
－
－
豺
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